
國學院大學学術情報リポジトリ

〔談話室〕「ロシア嫌い」と「社会主義嫌い」

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 神長, 英輔, Kaminaga, Eisuke

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00000740URL



國學院雑誌　第 123 巻第７号（2022年） ─ 46 ─

談話室

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
世
界
中
の
人
々
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
感
情
を
悪
化
さ
せ
た
。
た
だ
、
ロ
シ
ア
は
世
界
で
も
日
本
で
も
ひ

さ
し
く
嫌
わ
れ
て
き
た
。
日
本
の
内
閣
府
の
世
論
調
査
（
二
〇
二
一
年
九
月
）
で
「
ロ
シ
ア
に
親
し
み
を
感
じ
な
い
」
と
の
回
答
は

八
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
一
九
七
八
年
の
調
査
開
始
（
当
時
は
ソ
連
）
以
来
、
日
本
の
人
々
の
「
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
嫌
い
」
の
傾
向

は
変
わ
ら
な
い
。

　

ロ
シ
ア
に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
ロ
シ
ア
人
と
の
付
き
合
い
が
な
く
て
も
、
ロ
シ
ア
を
嫌
う
こ
と
が
で
き
る
。
人
々
が
抱
く
「
ロ
シ

ア
嫌
い
」
の
感
情
は
お
も
に
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。「
ロ
シ
ア
嫌
い
」
の
理
由
を
探
る
に
は
メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
の
研
究
が
不
可
欠
だ
。

　

日
本
に
お
け
る
「
ロ
シ
ア
嫌
い
」
の
傾
向
に
は
世
代
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。「
ロ
シ
ア
嫌
い
」
の
割
合
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
高
い
。
冷
戦

期
の
ソ
連
は
社
会
主
義
陣
営
（「
東
側
」）
の
超
大
国
で
あ
り
、
現
存
し
た
社
会
主
義
体
制
を
象
徴
す
る
国
だ
っ
た
。
ソ
連
を
知
る
中
高
年
の

「
ロ
シ
ア
嫌
い
」
の
根
は
「
ソ
連
嫌
い
」
に
あ
り
、
し
か
も
（
現
存
し
た
体
制
と
し
て
の
）「
社
会
主
義
嫌
い
」
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

先
日
、
私
は
テ
レ
ビ
番
組
『
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
』（
一
九
六
六
年
）
の
再
放
送
（
リ
マ
ス
タ
ー
版
）
を
見
た
。
こ
の
番
組
は
「
特
撮
の
神
様
」

の
円
谷
英
二
（
一
九
〇
一
─
一
九
七
〇
）
が
監
修
し
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
と
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
制
作
し
た
特
撮
Ｓ
Ｆ
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。

初
放
映
時
の
『
Ｑ
』
は
ほ
と
ん
ど
の
放
送
回
の
視
聴
率
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
大
人
気
番
組
だ
っ
た
。

　

今
回
見
た
『
Ｑ
』
の
第
一
七
話
「
１は

ち
ぶ
ん
の
い
ち

／
８
計
画
」
は
、
当
時
の
「
社
会
主
義
嫌
い
」
を
考
え
る
た
め
の
よ
い
手
が
か
り
に
な
る
。
あ
ら
す

じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
舞
台
は
一
九
六
六
年
の
東
京
。
主
人
公
の
新
聞
社
カ
メ
ラ
マ
ン
の
女
性
が
街
で
見
か
け
た
「
１
／
８
計
画　

第
３

「
ロ
シ
ア
嫌
い
」
と
「
社
会
主
義
嫌
い
」

神
長
英
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次
募
集
中
」
の
看
板
に
興
味
を
持
ち
、
調
査
に
行
く
。「
１
／
８
計
画
」
と
は
、
人
口
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
国
が
国
民
か
ら
希
望
者
を

募
り
、
最
新
の
科
学
技
術
に
よ
っ
て
希
望
者
の
身
体
を
１
／
８
に
縮
小
し
、
１
／
８
の
縮
尺
で
作
ら
れ
た
特
殊
な
居
住
区
で
生
活
さ
せ
る
と

い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
国
は
こ
の
居
住
区
を
「
楽
園
」
と
呼
び
、「
縮
小
さ
れ
た
人
々
の
生
活
は
す
べ
て
国
が
保
障
す
る
の
で
、
人
々

は
労
働
や
納
税
の
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
て
遊
ん
で
暮
ら
せ
る
」
と
宣
伝
し
た
。
主
人
公
は
自
分
の
意
に
反
し
て
１
／
８
人
間
に
さ
れ
て
し
ま

う
が
、
そ
れ
が
１
／
８
居
住
区
へ
の
「
不
法
侵
入
」
と
見
な
さ
れ
、
主
人
公
は
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

冷
戦
下
の
「
東
側
」
で
は
、
地
域
や
時
期
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
も
の
の
、
理
想
的
な
社
会
の
建
設
が
目
指
さ
れ
る
中
で
社
会
的
格
差
や
不

平
等
の
是
正
が
そ
れ
な
り
に
実
現
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、
体
制
を
維
持
す
る
た
め
と
し
て
暴
力
的
な
抑
圧
が
正
当
化
さ
れ
、
言
論
の
自
由
な

ど
の
市
民
的
自
由
が
著
し
く
制
約
さ
れ
た
。『
Ｑ
』
が
放
映
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
半
ば
の
日
本
社
会
で
は
「
東
側
」
の
こ
う
し
た
現
実
が

す
で
に
知
ら
れ
、
現
存
す
る
社
会
主
義
体
制
へ
の
幻
滅
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
反
映
す
る
よ
う
に
、「
１
／
８
計
画
」
で
は
同
時
代
の
日
本
の
人
々
が
「
東
側
」
の
現
実
に
対
し
て
感
じ
て
い
た
不
安

や
不
信
が
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
し
て
映
像
化
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
街
並
み
の
中
で
日
本
語
を
話
す
人
々
が
演
じ
る
「
楽
園
」
を
見
て
、
視
聴
者

は
背
筋
に
寒
気
を
覚
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
「
楽
園
」
は
、
科
学
万
能
へ
の
過
剰
な
信
頼
、
伝
統
的
な
社
会
と
の
断
絶
、
行
き
過
ぎ
た
合
理
主
義
な
ど
、
グ
ロ
テ
ス
ク
化

し
た
近モ

ダ
ニ
テ
ィ

代
性
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
で
も
あ
る
。
１
／
８
市
民
は
、
氏
名
の
代
わ
り
に
「
便
利
な
」
市
民
番
号
で
呼
ば
れ
、「
不
平
等
で
争
い
ご

と
の
多
い
」
昔
（
外
の
世
界
）
の
こ
と
は
忘
れ
る
よ
う
強
い
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
も
高
度
成
長
に
よ
る
社
会
の
変
化
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い

た
人
々
の
不
安
に
共
鳴
し
た
は
ず
だ
。

　

過
去
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
中
に
は
、
過
去
の
人
々
の
感
情
の
痕
跡
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
冷
戦
の
終
了
や
ソ
連
の

解
体
か
ら
す
で
に
三
十
年
以
上
が
経
ち
、
冷
戦
期
は
同
時
代
で
は
な
く
、
現
代
史
研
究
の
対
象
に
な
っ
た
。
冷
戦
期
は
電
子
メ
デ
ィ
ア
が
爆

発
的
に
成
長
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
私
は
『
Ｑ
』
の
経
験
か
ら
、
過
去
の
テ
レ
ビ
作
品
が
重
要
な
史
料
に
な
り
う
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
感

じ
た
。

 

（
ロ
シ
ア
近
現
代
史
・
東
北
ア
ジ
ア
近
現
代
史
・
日
露
交
流
史
）


